
富山市立池多小学校「白鳥探検隊Jの子どもたち

県広報とやま
盆込富山県

特集/県政世論調査



年
申

チ
ユ

l
リ
ツ
フ
に
会
え
る

-

【
チ
ユ

i
リ
ツ
フ
四
季
彩
館
】

年
頭
の
辞

よ
り
も
早
く
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

一
方
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
咲
い
て
い
る

の
は
抑
制
栽
培
さ
れ
た
も
の
で
、
ア
イ
ス
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
と
呼
ば
れ
ま
す
。
球
根
を
土
に

植
え
、
根
が
十
分
伸
び
て
か
ら
零
下
二
度
の

冷
凍
庫
に
入
れ
る
と
、
生
育
は
一
時
ス
ト
ッ

プ
し
ま
す
。
そ
し
て
開
花
さ
せ
た
い
時
期
の

一一
j
三
週
間
前
に
取
り
出
し
て
解
凍
し
、
十

五
度
で
二
日
間
順
化
さ
せ
た
後
、
戸
外
に
出

す
と
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
、
よ
う
や
く
遅
い

春
が
来
た
と
思
っ
て
花
を
咲
か
せ
る
ん
で
す
。

館
内
に
は
、
こ
の
ほ
か
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

染
め
の
ハ
ン
カ
チ
や
、
香
水
、
入
浴
剤
な
ど

が
そ
ろ
っ
た
〈
ミ
ユ
l

ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
〉
、

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
が
お
い
し
い
〈
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
か
く
れ
庵
〉
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
〈
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
ラ

ス
〉
で
は
一
月
二
十
一
日
か
ら
バ
レ
ン
タ
イ
ン

デ
ー
に
ち
な
ん
だ
企
画
展
示
も
は
じ
ま
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
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露互ま7
車置き

さ
ん

チューリ ップグ ッズがいっぱい
〈ミュー ジアムシ ョップ〉

砺
波
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園
に
隣
接
す
る
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
四
季
彩
館
は
、
大
き
な
ガ
ラ
ス

の
ア
ト
リ
ウ
ム
が
印
象
的
。
館
内
に
は
花
と

緑
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

〈
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
ラ
ス
〉
は
、
四
季
折
々

の
花
々
を
使
っ
た
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
が
楽

し
め
る
花
の
広
場
。
と
き
に
は
、
花
に
固
ま

れ
た
結
婚
式
も
行
わ
れ
ま
す
。

〈
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ミ
ユ

l
ジ
ア
ム
〉
は
、
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
の
こ
と
な
ら
何
で
も
わ
か
る
博

物
館
。
原
生
地
の
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
ト
ル
コ
、

オ
ラ
ン
ダ
を
経
て
砺
波
へ
と
や
っ
て
き
た
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
の
ル
ー
ツ
か
ら
現
在
ま
で
を
詳

し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
四
季
彩
館
の
目

玉
が
、
三
千
i
五
千
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を

一
年
中
楽
し
め
る
〈
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ス
ク
工
ア
〉

で
す
。皆

さ
ん
は
、
ど
う
し
て
一
年
中
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ご
存
じ

で
す
か
?

い
ま
の
季
節
に
咲
い
て
い
る
の
は
促
成
栽

培
さ
れ
た
も
の
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
球
根

に
低
温
を
与
え
る
こ
と
で
、
自
然
の
開
花
期

新
し
い
年
を
迎
え
て

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
県
民
の
皆
様
と
と
も

に

一
九
九
九
年
の
初
春
を
寿
ぎ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
年
は
う
さ
ぎ
の
年
。
明
る
く
元
気
に
飛
び
跳
ね
る
う
さ
ぎ
に

あ
や
か

つ
て
、
今
年

一
年
が
、
県
勢
と
県
民
の
皆
様
方
に
と

っ
て

大
い
な
る
「
飛
躍
の
年
」
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
念
願
し
て
や

み
ま
せ
ん
。

今
日
、
「
地
球
時
代
」
「
人
口
減
少
・
高
齢
化
時
代
」

「高
度

情
報
化
時
代
」
と
い

っ
た
新
た
な
時
代
潮
流
の
中
で
、
内
外
と
も
、

ま
さ
に
「
大
変
動
の
時
代
」
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
先
行
き
不
透
明
な
時
代
は
、
何
よ
り
も
、
明
確
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
こ
れ
を
勇
気
を
持

っ
て
着
実
に
実
行
し
て
い
く

こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。

富
山
県
で
は
、
新
富
山
県
民
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

「人
材
立
県」

「
生
活
立
県
」
「
国
際
立
県
」
の

三

つ
の
立
県
構
想
を
掲
げ
、

全

国
に
誇
る
こ
と
の
で
き
る
す
ば
ら
し
い

ふ
る
さ
と
柄つ
く
り
を
積
極

的
に
進
め
て
き
て
お
り
ま
す
。

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
本
県
は
、

「
住
み
よ
い
県
」
と
し
て
全

国
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
評
価
を
受
け
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
さ
ら
に

「住

み
た
い
県
」
ヘ
発
展
す
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
環
日
本
海
時
代
を
迎
え
、

「環
日
本
海
交
流
の
中
核
拠
点

・

中
心
県
」
を
め
ざ
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
日
本
海
国
土
軸
の
形
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
北

陸
新
幹
線
、
高
速
自
動
車
道
、

富
山
空
港
、
伏
木
富
山
港
を
は
じ

め
と
す
る
総
合
的
な
高
速
交
通
体
系
の
整
備
、
円
本
海
ミ

ュ
l
ジ

ア
ム
構
想
の
推
進
、
財
団
法
人
環
日
本
海
環
境
協
力
セ
ン
タ
ー
ヘ

富
山
県
知
事

中
沖

量豊
5ヨ.

の
支
援
、
北
東
ア
ジ

ア
地
域
自
治
体
連
合
の
活
動
な
ど
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、

今
年
は、

国
際
健
康
プ
ラ
ザ
、
総
合
福
祉
会
館
、
水

墨
美
術
館
な
ど
が
開
館
し
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
県
民
福
祉
条
例

や
県
民
文
化
条
例
に
基
づ
く
健
康

・
福
祉

・
文
化
の
充
実
、
景
気

雇
用
対
策
や
二
十

一
世
紀
産
業
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
等
し並
業
の
振
興
、

2
0
0
0
年
と
や
ま
国
体
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
県
民
総

参
画
の
県
民
運
動
な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
「
北
東
ア
ジ
ア
・
メ

ッ
セ・
m
と
や
ま
」
「
第
出
回
献
血
運

動
推
進
全
国
大
会
」
な
ど
全
国
的
な
イ
ベ
ン
ト
が
本
県
で
開
催
さ

れ
ま
す
が
、
富
山
県
の
魅
力
の
数
々
を
全
国
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
く
絶
好
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
本
県
の
イ
メ
ー

ジ

ア

ッ

プ
存
二

層

図

っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
県
民

の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
施
策
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
た
め
、
住

民
と
地
方
が
主
役
と
な
る

「
地
方
集
権
」
の
実
現
と
、
効
率
的
な

行
政
運
営
を
め
ざ
す

「
行
財
政
改
革
」

の
推
進
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、

夢

の
あ
る

二
十

一
世
紀
を
迎
え
る
ご
と
が
で
き

ま
す
よ
う
、
県
民
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
、
知
恵
も
汗
も
出
し
て

努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

新
年
に
あ
た
り
、
改
め
て
県
民
の
皆
様
の
県
政
各
般
に
対
す
る

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
健
勝
、

ご
活
躍
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

。

歪

2 
.砺波駅から徒歩15分

.隣舘時間 (展示室)/午前9時~午後6時
・入場料(展示室)/一般300円、小・中学生150円

年間パスポートもあります。

(一般1，500円、小・中学生750円)
・所在地/砺波市中村100-1 TE L0763-33-7716 
・休館日/毎週水曜日・毎月第3木曜日 (祝日の場合開館)
Oチュー1).)プ花ひ.ら染めハンカチを5名の方にプレゼ

ン卜します。ご希望の方は13ページをご覧ください。

-
プ
錨

ツ
彩

リ
季

一
回ユチ至

富
山C

O
N
T
E
N
T
S
 

と
や
ま
遊
学
感

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
四
季
彩
館

知
事
年
頭
の
辞

2 

特
集

県
政
世
論
調
査

3 

ピ
ン
ナ
ッ
プ
と
や
ま

写
真
・
松

田

勉

(富
山
県
写
真
家
協
会
会
員
)

詩
・
上

木

行

博

(富
山
県
現
代
詩
人
会
会
員
)

7 

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

9

雪
の
季
節
も
安
全
・
快
適
に

ト
ピ
ッ
ク
ス

11 

健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ

13 

県
の
施
設
の
催
し
ガ
イ
ド

14 

表
紙
撮
影
・
赤

羽

仁

諭

(富
山
県
写
真
家
協
会
会
員
)

今
月
の
表
紙
か
ら

富
山
市
の
田
尻
池
に
は
、
こ
の
冬
も
た

く
さ
ん
の
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
越
冬
の
た
め
に

訪
れ
、
羽
根
を
休
め
て
い
ま
す
。

近
く
に
あ
る
池
多
小
学
校
で
は
、
昨
年

十
一
月
に
「
白
鳥
探
検
隊
」
が
誕
生
。
現

在
、
全
校
生
徒
六
十
五
名
の
う
ち
ニ
+
名

以
上
が
参
加
し
、
白
鳥
の
観
察
や
保
護
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
白
鳥
は
自
分
た

ち
の
誇
り
」

。
子
ど
も
た
ち
の
表
情
か
ら

は
、
そ
ん
な
意
気
込
み
が
伝
わ
っ
て
く
る

よ
う
で
す
。

。
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盟国

県では、県民の皆さんが県政や日常

の諸問題にどのような関心や期待を

お持ちか、その状況を把握し、県政

を進めるうえでの基礎資料とするた

め、毎年、県政世論調査を実施して

坤

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
優
先
し
て
整
備
す

べ
き
施
設
に
つ
い
て
は
、

「
病
院
、
診

療
所
」

五
七
・
七
%
を
筆
頭
に
、

「駅、

空
港
」

、

「
飲
食
底
、
百
貨
底
、
マ
ー

ケ

ッ
ト
、
銀
行
」

を
あ
げ
る
人
が
特
に

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
バ
リ
ア
フ
リ

l
の
必
要
性
を

具
体
的
に
感
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
、

六
十
歳
以
上
の
層
で
見
る
と
、

一
位
は

「
病
院
、
診
療
所
」

で
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

二
位
は

「
集
会
場
、
公
民
館
」

と
な
っ

58，2 

54.2 

席
を
ゆ
す
っ
た

支
通
機
関
で

活
動
に
参
加
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

施
設
等
で
の

車
椅
子
を
押
し
た

話
し
相
手
に
な
っ
た

同
口
火
火
同
口
仁
「

4
必叶，-
-一-ロ
4
痔

f
=一

司

手
助
け
を
し
た

階
段
等
で

横
断
歩
道
や

高齢者や障害者への
手助けや交流の経験
(上位5項目・複数回答)(%) 

平成10年度

平成8年度

います。

第29回を迎えた今回は、県内の成年

男女1200人を対象に 、次の項目に

ついて、調査員による個人面接方式

で調査を行いました (回収数 941人

回収率78.4%)。

その概要を紹介します。

5 

1 .福祉のま ちづくり

2 0 0 0年国体

調査項巨

7.方言意識

8.少年非行防止

6.図書館の利用

3.健康づくり

2.保健医療

4.スポーツ

ここでは、

て
お
り
、
高
齢
者
に
と

っ
て
は
、
集
会

場
や
公
民
館
も
身
近
な
存
在
と
し
て
バ

リ
ア
フ
リ

l
化
の
ニ

l
ズ
が
高
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

県
で
は
、
富
山
県
民
福
祉
条
例
に
基

づ
き
、
建
築
物
や
道
路
の
整
備
な
ど
ハ

ー
ド
面
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ

l
化
を

進
め
る
と
と
も
に
、
普
及
啓
発
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
な
ど
を
通

じ
て
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

2
0
0
0年
国
体

県
で
は
、
「

2
0
0
0
年
と
や
ま
国

体
」
と
「
き
ら
り
ん
び

っ
く
富
山
」
を
、

県
民
総
参
加
に
よ
る
魅
力
い

っ
ぱ

い
感

動
あ
ふ
れ
る
祭
典
と
す
る
た
め
、

2

0

0

0
年
間
体
富
山
県
民
運
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

国
体
へ
の
参
加

・
協
力
の
意
向
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、

「
大
会
を
観
戦
に
行
き
た

37.8 

集
会
場
、
公
民
館

児
童
館

学
校
、
保
育
所
、

17.3 

21.1 

33.6 

25.5 

45.0 

混一丁

派
、

T
2
4
4
1

高
、マ
ー
ケ
ッ
ト

飲
食
居
、
百
貨

駅
、空
港

2000年とやま国体への参加・協力の意向
(上位7項目・複数回答) (%) 

42.8 

46.8 

病
院
、
診
療
所

て'し

)

先

似

侵
設

釦

を
』
也

回

一一幻

数

リ
れ

持

-
ノ
/

自

ア
付

時

リ
晴

位

パ

整

は

印
歳
以
上

全

体

。

9.交通マナーの向上方策

11.地域公共交通のあり方

15.施設の利用

13.お米の消費

14.プライバシーの保護

16.公聴・広報

17.施策の認識

18.県政への要望

12.情報化施策

公園10 

福
棋
の
ま
ち
づ
く
り

高
齢
者
や
障
害
者
が
安
全
・
快
適
に

生
活
で
き
る
よ
う
じ
す
る
た
め
に
は
、

ソ
フ
ト

・
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
福
祉
の
ま

ち
哨
つ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

高
齢
者
や
障
害
者
を
手
助
け
し
た
経

験
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
交
通
機
関
で
席

を
ゆ
す
っ
た
」

が
五
四
・

二
%
で
最
も
多

く
、
次
い
で

「
横
断
歩
道
や
階
段
等
で

手
助
け
を
し
た
」

二
二
了
七
%
、

「
相
談

相
手
、
話
し
相
手
に
な
っ
た
」

一
八
・
九
%
、

「
車
椅
子
を
押
し
た
」

一
問
・
六
%
、

「
施

設
等
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

し
た
」

一一

・
三
%
の
順
に
な
っ
て
お
り
、

何
ら
か
の
子
助
け
な
ど
を
し
た
経
験
の

あ
る
人
は
四
人
に

三
人
の
割
合
に
な

っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
割
合
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
を
除
き
、
平
成

八
年
の
調
査
に
比
べ
て
低
下
し
て
い
ま
す
。

い」

が
四
二

・
八
%
で
最
も
多
く
、

「
選

手
を
応
援
・
激
励
に
行
き
た
い
」

も

一
六

・
八
%
に
の
ぼ

っ
て
い
ま
す
。
そ
の

反
面
、

「
特
に
参
加
し
た
い
と
は
思
わ
な

い」

と
い
う
意
見
も
一一
五

・
五
%
あ
り
、

き
ら
り
ん
び
っ
く
に
つ
い
て
は
三
四

・
八

%

に
の
ぼ

っ
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
今
後
と
も
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
て
国
体
や
き
ら
り
ん
び
っ
く

に
関
す
る
情
報
の
提
供
に
努
め
る
な
ど
、

県
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
意
識
を
高
め
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
c

わ
か
ら
な
い

特
に
参
加
し
た
い
と
は
思
わ
な
い

4.1 

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
い

会
場
整
理
や
運
営
な
ど
の
ボ
ラ

の
県
民
運
動
に
参
加
し
た
い

花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
美
化
運
動
な
ど

国
体
に
向
け
展
開
さ
れ
る
、

7.5 

9.1 

募
金
に
協
力
し
た
い

2
0
0
0
年
と
や
ま
国
体
の

16.8 

選
手
を
応
援
・激
励
に
行
き
た
い

大
会
を
観
戦
に
行
き
た
い

。
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地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方

近
年
の
モ

l
タ
リ
ゼ

l
シ
ョ
ン
の
急

速
な
進
展
や
、
少
子
化
に
伴
う
通
学
者

数
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
公
共
交
通
機

関
の
利
用
者
は
年
々
減
少
し
、
十
年
前

に
比
べ
、
鉄
(
軌
)
道
で
は

一
五
%
減
、

乗
合
パ
ス
で
は
約
半
分
に
ま
で
落
ち
込

ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
住
民
生
活
の
足
を

い
か
に
確
保
し
て
い
く
か
が
、
大
き
な

課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

地
域
公
共
変
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て

聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
県
や
市
町
村
が
公

営
で
運
行
す
る
」
、
「
県
や
市
町
村
が
路

地域公共交通のあり方 (%)

匂ト

』

開
国
三
年
目
を
迎
え
た
「
中

央
植
物
園
」

に
は
、
早
く
も
県
民
の
四

人
に

一
人
が
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
答

え
て
い
ま
す
。

た
だ
、
選
択
肢
に
あ
げ
た
施
設
の
う
ち

約
四
割
に
つ
い
て
は
「
利
用
し
た
こ
と

が
あ
る
」
と
い
う
答
え
が

一
割
未
満
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
ど
れ

も
行
っ
た
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
答
え

も
九
・
七
%
あ
り
ま
し
た
口

こ
れ
か
ら
は
、
整
備
さ
れ
た
施
設
の
活

用
が
大
切
で
す
。
県
で
は
、
こ
れ
ら
の

施
設
で
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
る
と

と
も
に
、
皆
さ
ん
に
知
ら
れ
て
い
な
い

施
設
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
広
報
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、

.県政への要望 (%)
(上位10項目・複数回答)

28.7 

32.4 

線
維
持
の
た
め
に
補
助
す
る
」

行
政
の
積
極
的
な
関
与
を
求
め
る
意
見

が
四
割
近
く
を
占
め
た
方
、

『パ

l

な
ど
、

ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
」

公
共
交
通
機
関
が
両
立
で
き
る
シ
ス
テ

ム
に
期
待
す
る
意
見
が
‘

J

一割
近
く
あ
り

ま
し
た
。

な
ど
マ
イ
カ
ー
と

公
共
交
通
機
関
は
、
県
民
の
通
勤
通

学
や
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
り
、
ま
た
、
温
暖
化
防
止
な
ど
地
球

規
模
で
の
環
境
問
題
に
対
応
し
て
い
く

う
え
で
も
、
そ
の
積
極
的
な
活
用
が
必

要
で
す
。

こ
の
た
め
、
県
民

一
人
ひ
と
り
が
、

マ
イ
カ
ー
に
依
存
し
た
ラ
イ
ブ
ス
タ
イ
ル

を
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

ノーカーデーの実施など

のマイカー抑制対策を実

施し、電車、パスなどの利

用を促進する 10.7 

「パークアイドライド」を積極

的に導入するなど、マイカー

と公共交通機関が両立でき

るシステムを充実する 27.8 

県
政
へ
の
要
望

県
政
へ
の
要
望
と
し
て
は
、

「
社
会

福
祉
」
が
ト

ッ
プ
。
二
位
が

「
高
齢
化

対
策
」
と
な

っ
て
お
り
、
全
国
平
均
よ

り
早
く
進
行
し
て
い
る
高
齢
化
と
そ
れ

に
関
連
す
る
施
策
へ
の
ニ

l
ズ
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
新
た
に
加
え
ら
れ
た
項

目
の
う
ち

「
景
気
・
経
済
対
策
」
が
三

位
と
な
っ
て
お
り
、
昨
今
の
経
済
情
勢

を
反
映
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

年
代
別
に
み
る
と
、

「
社
会
福
祉
」

が
三
十
歳
代
か
ら
六
卜
歳
代
ま
で
で

11.9 

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

魅
力
あ
る
都
市
形
成

子
育
で
環
境
の
整
備

(高
速
道
路
・
橋
を
含
む
)

道
路
整
備

青
少
年
の
健
全
育
成

物
価
・消
費
生
活

省
資
源
・省
エ
ネ
の
推
進

ゴ
ミ
の
減
量
、

景
気
・
経
済
対
策

ロ
間
齢
化
対
策

社
会
福
祉

施
設
の
利
用

本
県
の
公
共
施
設
は
、
人
口
当
た
り

の
図
書

館

数

が

全

国

位

、

博

物
館
数

が
二
位
、
劇
場
・
音
楽
会
場
等
数
が
四

位
な
ど
、
充
実
し
た
環
境
に
あ
り
ま
す
。

県
の
各
種
施
設
に
つ
い
て
の
利
用
状

況
を
み
る
と
、
「
海
王
丸
パ
ー
ク
」
、
「
太

閤
山
ラ
ン
ド
」
、
「
富
山
産
業
展
示
館
(
テ

ク
ノ
ホ
ー
ル
)
」

が
ベ
ス
ト

3
。
県
民

の
ほ
ぼ

二
人
に

J

人
が
過
去
三
年
間
に

こ
れ
ら
の
施
設
を
訪
れ
た
ご
と
が
あ
る

と
答
え
て
お
り
、
ご
の
傾
向
は
こ
こ
数

年
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

各種施設の利用状況
※過去三年間に利用した人の割合 (複数回答)
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ど
れ
も
行
っ
た
こ
と
が
な
い

心
の
健
康
セ
ン
タ
ー

公
文
書
館

ウ
ッ
ド
リ
ー
ム
富
山

消
費
生
活
セ
ン
タ

(富
山
・
高
岡
)

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

・埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

薬
用
植
物
指
導
セ
ン
タ
ー

丘
の
夢
牧
場

吉
岡
岡
総
合
プ
ー
ル

総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

富
岩
運
河
環
水
公
園

立
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

少
年
自
然
の
家
(
呉
羽
・
利
賀
)

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

林
業
試
験
場
樹
木
固

と
や
ま
・
ふ
く
お
か
家
族
旅
行
村

サ
ン
フ
ォ
ル
テ
(女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
)

利
賀
芸
術
公
園

自
然
博
物
園
ね
い
の
里

有
峰
、

h

ザ
る
さ
と
自
然
公
園

総
合
体
育
セ
ン
タ

県
立
図
書
館

工
レ
ガ
ガ
l
『
ア
ン

総
合
運
動
公
園
・
陸
上
競
技
場

立
山
山
麓
家
族
旅
行
村

新
川
文
化
ホ
ー
ル

交
通
安
全
博
物
館

立
山
博
物
館

こ
ど
も
み
ら
い
館

県
立
近
代
美
術
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と
や
ま
自
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ら
い
ち
ょ
う
ハ
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市
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林
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学
館
・
水
生
植
物
園
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県
民
公
園
頼
成
の
森

テ
ク
ノ
ホ
ー
ル
(富
山
市
)

県
民
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド

海
王
丸
パ
ー
ク
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一
位
、
七
十
歳
代
で
も
二
位
と
な

っ
て

い
る
の
に
対
し
、

二
十
歳
代
の

一
位
は

「
道
路
整
備
」
、

ま
た
三
位
に
は

「ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
が
入

っ
て
お
り
、
年
代
別
の
特
徴
が
現
れ
て

い
ま
す
口

「
景
気
・
経
済
対
策
」
は
、
ど

の
年
代
層
か
ら
也
高
い
関
心
を
集
め
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た

-県政への要望・上位5項目の変遷 (平成6年度~平成10年度)

~順¥位-......::::'年¥度¥ H6 H7 H8 H9 H10 

1位
高齢化対策 高齢化対策 高齢化対策 高齢化対策 社会福祉

(36.7) (32.7) (38.6) (34.4) (32.4) 

2位 物価・消2費8)生活 社会福祉 物価・消費生活 物価・消費生活 高齢化対策

(3 (27.5) (28.8) (28.3) (28.7) 

3位
社会福祉 物価・消費生活 社会福祉 社会福祉 景気・経済対策

(29.8) (26.2) (27.6 (26.8) 25.5) 

4位
下水道の整備 下水道の整備

北陸(2新1.3幹)線
医療・保健衛生 ご源み・省の(エ1減8ネ量8)、省資

23.5) (22.1) (22.7) 

5位
北陸新幹線 北.労陸働新対(2幹策1線.3)/雇用 総合雪対策 ご源み・省の(工1減9ネ.量7)、省資 物価(・1消7.6費)生活

(21.4) (20.6) 

20 

If> 

〆、

県
で
は
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て

い
く
皆
さ
ん
の
要
望
を
常
に
と
ら
え
な

が
ら
、
ご
れ
か
ら
も
県
民
の
皆
さ
ん
の

立
場
に
立
っ
た
県
政
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

広
報
課

8
0
7
6
4
(糾
)
3
1
3
3

(年代別・上位5項目)

訟哩と 1位 2位 31立 4位 51立

道路整備 景気・経済対策 スポーツ・レクリエーション 魅力ある都市形成 社会福祉/子育て
20~29歳

(25.0) (22.7) (22.0) /北陸(1新8.幹9)線 環化境対の策整備(/17高4齢) 

社会福祉
ごみ減量、省資源

子育て環境の整備
景気・経済対策/

公園整備・緑化対策
30~39歳 -省エネ 高齢化対策

(28.4) (25.4) 
(24.9) 

(20.1) (16.0) 

社会福祉 景気・経済対策 物価・消費生活 高齢化対策
ごみ滅量、省資源

40~49歳
(31.1) (27.0) (20.9) (20.4) 

-省エネ
(18.4) 

50~59歳
社会福祉 高齢化対策 景気・経済対策 物価・消費生活 青少年の健全育成

(37.3) (36.8) (33.0) (20.5) (19.5) 

60-69歳
社会福祉 高齢化対策 景気・経済対策 青少年の健全育成 物価・消費生活

(41.7) (39.9) (28.2) (20.9) (20.2) 

高齢化対策 社会福祉
景気(・1経6済7)対策

ごみ減量、省資源
道路整備/総合雪対策

70歳以上 -省エネ
(41.7) (37.5) (15.6) (14.6) 

.県政への要望

。
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雪に強い道路の整備
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県
で
は
、
雪
の
季
節
に
も

皆
さ
ん
の
く
ら
し
を
安
全
・

快
適
で
便
利
な
も
の
に
す

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
雪
対
策
を
進
め
て
い

古
品
す
ヲ
。

な
か
で
も
道
路
の
雪
対
策

は
、
重
要
な
施
策
の
一
つ
。

こ
こ
で
は
、
道
路
の
雪
対

策
の
歴
史
を
振
り
返
る
と

と
も
に
、
最
近
の
動
き
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

雪
対
策
の
歴
史

三
八
豪
雪
を
踏
ま
え
て

昭
和
三
十
八
年
の
い
わ
ゆ
る
三
八
豪
唱

は
、
県
民
生
活
を
大
混
乱
に
陥
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
こ
と
が
道
路
除
雪

の
大
切
さ

を
痛
感
さ
せ
、
道
路
克
雪

の
技
術
を
進
歩

さ
せ
る
き

っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

スノ ーローダ

ま
た
、
除
雪
車
の
出
動
基
準
や
除
雪
体

制
を
見
直
し
た
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
情

報
提
供
を
充
実
す
る
な
ど
除
雪
の
内
容
も

レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
し
、
よ
り
効
率
的
に
行
え

る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

@
除
雪
車
が
出
動
す
る
基
準
の
見
直
し

以
前
は
、
新
た
な
降
雪
量
十
五
セ
ン
チ

で
出
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、

十
セ
ン
チ
で
出
動
し
て
い
ま
す
。

@
除
雪
体
制
の
見
直
し

以
前
は
、

一
つ
の
路
線
を

一
つ
の
業
者

が
担
当
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
被

数
路
線
を
被
数
業
者
が
担
当
す
る

「ブ
ロ

ッ
ク
別
除
雪」

方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

@
除
雪
に
必
要
な
情
報
機
器
の
装
備

積
雪
セ
ン
サ
ー
や
路
面
監
視
カ
メ
ラ
な

ど
を
県
内
各
地
に
設
置
す
る
な
ど
し
て
、

除
雪
に
必
要
な
情
報
が
効
率
的
に
収
集
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
情
報
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
提
供
す
る
情

報
表
示
板
の
設
置
も
進
ん
で
い
ま
す
。

車
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五
六
豪
雪
を
踏
ま
え
て

三
八
豪
雪
以
来
、
県
で
は
除
雪
機
械
を

増
や
す
と
と
も
に
、
消
雪
パ

イ
プ
や
ス
ノ

ー
シ

エ
ッ

ド
を
整
備
す
る
な
ど
、
道
路
の

雪
対
策
を
進
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
五
十
六
年
に
五
六
豪
雪

が
襲
来
、
ま
た
五
十
九
年
か
ら
は
三
年
連

続
の
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、

一
層

の
取
り
組

組
み
が
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
県
で
は
、
昭
和
六
十
年
、
都

道
府
県
で
初
め
て
の
「
富
山
県
総
合
雪
対

策
条
例
」
を
制
定
。
ま
た

「
富
山
県
総
合

雪
対
策
基
本
計
画
」
も
策
定
し
て
、
県
民

総
ぐ
る
み
に
よ
る
雪
対
策
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。

最も多く積もった雪の深さ
※県内5ヶ所 (富山・高岡・魚津・八尾・福光)の平均値
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県
民
総
ぐ
る
み
で
雪
対
策

過
去
の
デ

l
タ
を
調
べ
て
み
る
と
、
昭

和
五
十
六
年
や
昭
和
三
十
八
年
の
ほ
か
、

昭
和
二
十
年
、
昭
和
二
年
も
豪
雪
だ

っ
た

と
い
う
記
録
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、

豪
雪
は
十
八
年
周
期
で
や

っ
て
く

る
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。
真
偽
の
ほ
ど

は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
年
(
平

成
十

一
年
)
は
五
六
豪
雪
か
ら
数
え
て
十

八
年
目
。
県
で
は
、
冬
期
の
安
全
で
円
滑

な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
全
力
で

除
雪
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

県
民
の
み
な
さ
ん
も
、
「
除
雪

の
障
害

に
な
る
路
上
駐
車
は
絶
対
に
し
な
い
」
、

「
自
宅
前
は
進
ん
で
除
雪
す
る
」
な
ど
、

積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

企
画
用
地
課
雪
対
策
係

官

0
7
6
4
1
糾

1
3
3
1
5

。

現
在
の
雪
対
策

雪
を
克
服
す
る
技
術
は
め
ざ
ま
し
い
発

展
を
遂
げ
、
道
路
の
交
通
は
冬
で
も
大
き

な
混
乱
も
な
く
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ

て
き
ま
し
た
。

五
六
豪
雪
時
と
現
在
と
を
比
較
す
る
と
、

県
が
保
有
す
る
除
雪
機
械
の
台
数
は
約
三

倍
、
消
雪
パ
イ
プ
の
延
長
は
約
七
倍
と
な

っ
て
い
ま
す
。

342台

平成10年度

昭和55年度
(56豪雪時)

125台

56豪雪

凍結防止剤

散布車 1"..1..>， 
U~コ

※スノ ーシェyド

雪崩から道路を まもるために設け られた屋恨のよ うな設備

41台

県保有

除雪機械

歩道用除雪
機械

561.3km 

626.5km 

92.8km 

41.0km 

5.8km 

歩道除雪
延長

:)4直菅，
1>寸三ヨ

;f.イフ

ド

h
l

-

ツ

ノ
工

※
ス
、
ン

51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63元 23456789
(年度)

道
路
の
雪
対
策
も
環
境
へ
の
配
慮
か
必
要
。

県
で
は
、
消
雪
パ
イ
プ
に
よ
る
融
雪
に
つ
い
て
、

節
水
型
の
も
の
を
設
置
し
た
り
、
地
下
水
以

外
の
水
源
を
利
用
し
た
り
し
て
、
地
下
水
の

保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

-
節
水
型
消
雪
パ
イ
プ
の
設
置

近
年
新
た
に
設
置
さ
れ
る
消
雪
パ
イ
プ
の

多
く
は
、
「
交
互
散
水
方
式
」
と
い
う
節
水

の
た
め
の
工
夫
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
散
水
す
る
区
間
を
二
分
割
し
、

交
互
に
時
間
を
定
め
て
散
水
す
る
も
の
で
、

現
在
で
は
、
地
下
水
を
利
用
す
る
消
雪
パ
イ

プ
の
う
ち
半
数
以
上
が
「
交
E
散
水
方
式
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
雪
の
降
り
か
た
に
よ
っ
て
散
水
量

が
変
化
す
る
消

雪
パ
イ
プ
も
整

備
さ
れ
て
い
ま

す。

-・..・- -・ a ・・ ・..・・， ・・v 、， .. 、， .. 、・. . 

ーーー

交互散水方式

田
地
下
水
以
外
の
利
用

現
在
の
と
こ
ろ
、
消
雪
パ
イ
プ
の
水
源
は
、

地
下
水
が
圧
倒
的
な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
が
、

一
方
で
河
川
水
な
ど
の
表
流
水
を
利
用
す
る

も
の
も
徐
々
に
増
加
し
て
き
て
お
り
、
約
四

分
の
一
を
占
め
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
ユ
ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ
で
は
、

下
水
処
理
水
を
利
用
し
た
も
の
も
設
霞
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
温
泉
水
や
ト
ン
ネ
ル
か
ら
の

湧
水
を
利
用
し
た
無
散
水
方
式
に
よ
る
消
雪

パ
イ
プ
の
設
置
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

@ 
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漁
業
調
査
船

=
以
山
丸
」
践
工

-
県
の
新
し
い
漁
業
調
査
船
「
立
山
丸
」
が

完
成
し
、
十
一
月
二
十
日
、
母
港
の
滑
川
漁

港
で
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

-
近
年
、
水
産
業
は
二
百
海
里
体
制
の
定

着
、
漁
獲
量
の
減
少
な
ど
多
く
の
課
題
に
直

面
し
て
お
り
、
限
ら
れ
た
資
源
を
最
大
限
に

活
用
す
る
「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
や
「
資

源
管
理
型
漁
業
」
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

富
山
湾
の
魚
を
は
じ
め
と
し
た
生
態
調
査

や
、
科
学
的
な
資
源
調
査
に
裏
付
け
ら
れ
た

漁
業
管
理
手
法
の
開
発
な
ど
が
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

掴
新
し
い
立
山
丸
は
、
こ
の
よ
う
な
技
術
開

発
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
水
深
二
千
メ
ー
ト

ル
ま
で
の
水
温
、
塩
分
濃
度
、
溶
存
酸
素
量

な
ど
を
連
続
的
に
測
定
し
て
デ
ー
タ
解
析
で

立山丸

11/20 

き
る
能
力
を
備
え
て
い
る
ほ
か
、
水
深
千
メ

ー
ト
ル
ま
で
の
生
物
を
観
察
で
き
る
深
海
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ
な
ど
最
新
の
調
査
機
器
を
搭
載

し
て
い
ま
す
。
研
究
室
な
ど
の
船
内
設
備
も

充
実
し
て
お
り
、
富
山
湾
の
特
性
を
活
用
し

た
「
資
源
管
理
型
漁
業
」
の
推
進
に
威
力
を

発
揮
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

-
ま
た
、
県
で
は
現
在
、
二
十
一
世
紀
の
夢

を
拓
く
技
術
開
発
と
し
て
、
富
山
湾
の
深
層

水
の
利
用
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
新
し

い
立
山
丸
の
竣
工
に
よ
っ
て
、
こ
の
方
面
で

の
研
究
成
果
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ベ世
ンR
チに
ヤは
lば
1E弁-

F 
応
握

11/27 

-

「
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
と
や
ま
」
が
+
一

月
二
十
七
日
、
富
山
市
の
ポ
ル
フ
ア
ー
ト
と

や
ま
で
開
催
さ
れ
、
約
百
五
十
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

-
こ
れ
は
、
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
に
課
題
を

抱
え
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
、
投
資
家
や
共

同
経
営
者
と
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
も

の
で
、
今
回
が
二
回
目
と
な
り
ま
す
。

国
県
内
外
十
二
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
、
三

会
場
に
分
か
れ
て
、
建
築
用
耐
震
補
強
金
具

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
検
索
ソ
フ
ト
な
ど
多

様
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
発
表
。
ビ
デ
オ
や

製
品
そ
の
も
の
を
使
い
、
そ
の
優
位
性
や
販

売
戦
略
を
売
り
込
み
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
活
動
団
体
が
法
人
格
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

(
N
P
O法
)
が
、

昨
年
十
二
月
一
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

N
P
O
法
の
目
的
は
?

ノ

ン

プ

ロ

フ

イ

y

ト

蝿

N
P
O
と
は
、

N
o
n
'
p
r
o
f
i
t

オ

!

ガ

一

一

ぜ

O
r
g
a
n
i
z
a
-
-
o
n
の
略
で
、
一

般
的
に
「
民
間
非
営
利
団
体
」
と
訳
さ
れ
て

お
り
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
市
民
の
自
発

的
な
組
織
を
意
昧
し
ま
す
。

-
現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
は
じ
め
と

す
る
社
会
貢
献
活
動
が
こ
れ
ら
の
団
体
に
よ

っ
て
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
多

く
は
法
人
格
を
持
た
な
い
任
意
団
体
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
銀
行
口
座

の
開
設
、
事
務
所
の
賃
借
契
約
、
電
話
の
設

置
な
ど
を
、
団
体
名
義
で
は
な
く
代
表
者
な

ど
の
個
人
名
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な

ど
の
不
都
合
が
あ
り
ま
し
た
。

-
N
P
O法
は
、
こ
れ
ら
の
団
体
に
法
人
格

を
取
得
す
る
道
を
聞
い
て
不
都
合
を
解
消

し
、
活
発
な
社
会
貢
献
活
動
を
促
そ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

法
人
格
取
得
の
効
果
は
?

-
法
人
格
を
取
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法

律
行
為
の
主
体
と
し
て
法
人
名
で
契
約
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
銀
行
口
座
の
開
設
や
不
動

産
の
登
記
も
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
社

会
的
な
信
用
が
高
ま
る
こ
と
も
期
待
で
き
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
口

掴

一方、

N
P
O法
に
基
づ
く
法
人
は
、
事

業
報
告
書
等
の
提
出
、
関
係
者
へ
の
公
開
な

ど
が
必
要
と
な
る
ほ
か
、
法
人
と
し
て
の
納

税
義
務
も
発
生
し
ま
す
。
な
お
、
県
で
は
、

収
益
事
業
を
行
わ
な
い
法
人
に
つ
い
て
、
申

請
に
よ
り
、
法
人
県
民
税
の
均
等
割
額
(
年

額
二
万
円
)
を
減
免
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

法
人
格
を
取
得
で
き
る
団
体
は
?

-
N
P
O法
に
基
づ
い
て
法
人
格
を
取
得
で

き
る
団
体
の
要
件
は
法
律
で
定
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
す
べ
て
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
主
な
要
件
を
ご
紹
介
す
る
と
、
次
の
と

お
り
で
す

0

・
特
定
非
営
利
活
動
を
行
う
こ

と
を
主
な
目
的
と
す
る
こ
と

・
営
利
を
目
的
と
し
な
い
こ
と

・
宗
教
活
動
、
政
治
活
動
を
主

な
目
的
と
し
な
い
こ
と

-
選
挙
活
動
を
目
的
と
し
な
い

こ
シ
」

av
十
人
以
上
の
社
員

(総
会
で

の
議
決
権
を
持
つ
会
員
の
こ

と
)
が
い
る
こ
と

な
ど

圃回Ij!Hlij歪霊園E圃

申請者(団体) 県

掴
ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス

0

フ
ラ
ン
の
作
成
と
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
講
座
も
開
設
さ

れ
、
起
業
又
は
新
規
事
業
へ
の
展
開
を
目
指

す
受
講
者
ら
は
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

櫨
県
で
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
の
開
催
を

通
し
て
、
新
た
な
事
業
分
野
創
出
の
担
い
手

と
し
て
期
待
さ
れ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
育

成
・
支
援
し
、
新
た
な
雇
用
機
会
の
創
出
と

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

副内
wq
司
昌
【
リ
お

イ
ベ
ン
ト
参
加
で

国
体
を
P
R

-
2
0
0
0
年
国
体
マ
ス
コ
ッ
ト
の
時
丸
・

風
丸
が
、
十
一
月
十
四
日
と
十
五
日
の
両

日
、
高
岡
テ
ク
ノ
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た

法
人
と
な
る
た
め
の
手
続
き
は
?

-
所
定
の
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
て

県
(
事
務
所
を
複
数
の
都
道
府
県
に
設
置
す

る
場
合
は
経
済
企
画
庁
)
に
提
出
し
、
認
証

を
受
け
て
か
ら
、
登
記
所
で
設
立
の
登
記
を

行
い
ま
す
。

問
合
せ

県
民
生
活
課
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係

官

0
7
6
4
1科
1
9
0
1
2

(注)特定非営利活動に該当する12の分野

@保健、医療又は福祉の増進

@社会教育の推進

@まちづくりの推進

@文化、芸術又はスポーツの振興

@環境の保全

@災害救援

@地域安全

@人権の擁護又は平和の推進

@国際協力

@男女共同参画社会の形成の促進

@子どもの健全育成

@@~@の活動を行う団体の運営又は

活動に関する連絡、助言文は援助

(
県
民
へ
の
情
報
公
開
)

公

告

・

縦

覧

@ 

「
第
十
一
回
と
や
ま
県
繊
維
フ
ェ
ア
」
に
参

加
し
て
、
国
体
へ
の
県
民
参
加
を
呼
び
か
け

古
品

1υ
九九
。

-
こ
の
催
し
は
、
県
内
の
繊
維
企
業
な
ど
が

新
製
品
の
展
示
や
販
亮
な
ど
を
目
的
に
開
い

て
い
る
も
の
。
人
気
商
品
が
安
く
買
え
る
と

あ
っ
て
、
毎
年
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま

す
。

蝿
時
丸
・
風
丸
は
、
開
会
式
で
テ
ー
プ
カ

ッ

ト
を
お
手
伝
い
し
た
ほ
か
、
一
愛
婿
を
ふ
り
ま

き
な
が
ら
2
0
0
0
年
国
体
を

P
R
。
来
場

者
の
反
応
も
上
々
で
、
特
に
子
ど
も
た
ち

は
、
握
手
を
し
た
り
抱
き
つ
い
た
り
と
大
喜

び
で
し
た
c

-
ま
た
、
海
外
旅
行
な
ど
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
で
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
大

活
躍
。

「
選
手
と
し
て
参
加
す
る
だ
け
が
国

体
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
民

泊
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ

運
動
な
ど
、
い
ろ
ん
な
方
法
で
国
体
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ビンコ大会のステージでも団体をPR

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

2/1寺

罰
県
で
は
、
県
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に

回
答
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
建
設
的
な

意
見
・
要
望
等
を
随
時
提
言
し
て
い
た
だ
く

県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
c

募
集
締
切
二
月
一
日
(
当
日
消
印
有
効
)

募
集
人
員
一

0

0
名

任

期

今

年

四

月

か

ら

二

年

間

応
募
資
格
県
内
在
住
の
二
十
歳
以
上
の
方

※
公
職
選
挙
法
に
よ
る
公
職
者
、

公
務
員
、
過
去
二
年
以
内
の
県
政

モ
ニ
タ
ー
経
験
者
を
除
く

応
募
方
法
ハ
ガ
キ
に
次
の
と
お
り
記
載
し
、

左
記
ま
で

司
州
出
干
9
3
0
E
8
5
0
1
(
住
所
記
載
不
要
)

一
表
面
一
富
山
県
庁
広
報
課

応
募
者
の
住
所
、
氏
名

(ふ
り
が
な
)
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号

日
創
出
職
業
区
八
刀
・
勤
務
先

一裏
面
一
¥
職
業
区
分
は
次
の
番
号
を
記
入
/

一
①
農
林
・
漁
業
、

②
建
設
・
製
造
業
、
一

/
③
サ
ー
ビ
ス
・
自
由
業
、
④
主
婦
、
⑤
無
職
¥

各
種
モ
ニ
タ
ー
経
験
の
有
無
友
び
内
容

(例
・

0
0年
度
ム
ム
モ
ニ
タ
ー
)

県
政
モ
ニ
タ
ー
応
募
の
抱
負

(印
字
程
度
)

申
込
・
問
合
せ

広
報
課

8
0
7
6
4
1
M
H
1
3
1
3
3
 

@ 



『体む』とf量る』
の等企画展

みんなでつくろう'99

2パ1(祝)まで

開館時間・休館日・入館料

9:30~17:00 

⑮ 同曜・祝日の翌日 (1/16は開館)

一般 200円 高・大160円 小・中100円

県の施設の催しガイド

名

近代 美 術館
包 0764(21)7111
富山市西中野町1-16-12

言受施

「山岳映像の魅力一立山-J 
2/7 (日 ) 14 : 00~

会場県民小劇場オルビス
講師羽田栄治氏(映像プロデユーサ一)

上映映像 5月の剣岳 裏剣仙人谷滑降など

※入場無料

9 : 30~ 17:00 

⑮月曜・祝日の翌 日 (1/16は開館)

まんだら遊苑は、3同末まで休苑です。

一般 高・大 小 ・中

300円 240円 150円

100円 80円 50円

立山博物館
80764(81) 1216 
立山町芦船寺93-1

展示館(常設展示)

蓬望館(映像ホール)

-ハイビジョン映像上映時刻(約35分間)

10:00 11 :00 13・00 14:00 15:00 16:00 
「立山カルデラ 大地のドラマJ(立体映像)とIもうひとつの立山jを上映

9:30~17 : 00 

⑮月曜・祝日の翌 日 (1パ6は開館)

一般 400円 高・大 320円 小・中 200円

立山カルデラ
砂防博物館
80764(81) 1160 
富山地方鉄道立山駅前

活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
に
は
「
休
養
」
も

事
だ
と
聞
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
、
ゆ
っ
く
り

む
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
か
。
そ
れ
と
も
ほ
か

も
大
切
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

(切
代
男
性
、会
社
員
)

生大休
食
生
活
の
偏
り
や
運
動
不
足
の
ほ
か
、
ス
ト
レ

ス
も
生
活
習
慣
病
の
要
因
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に
、
「
休
養
」
を
生
活

の
中
に
う
ま
く
取
り
入
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ひ
と
く
ち
に
「
休
養
」
と
い

っ
て
も
、
「
休
む
」
と
「
養
う
」
の
一
一
つ

の
意
昧
が
あ
り
ま
す
。

「
休
む
」
と
は
、
文
字
ど
お
り
、
身
体
や
心
を
休
ま
せ
て
疲
労
を

解
消
す
る
受
動
的
な
休
養
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

静
か
な
所
で
ゆ

っ
た
り
過
ご
し
た
り
、

音
楽
を
聴
い
た
り
、
の
ん

び
り
と
入
浴
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
が
、
こ
れ
に
あ
た
リ
ま
す
。

一
方
、
「
養
う
」
と
は
、
気
分
転
換
を
図
っ
て
新
た
な
活
力
を
生

み
出
す
能
動
的
な
休
養
の
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
効
果
が
あ

り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
散
歩
、
森
林
浴
、
気
功
、
ヨ
ー
ガ
な
ど
の
軽

い
運
動
の
ほ
か
、
旅
行
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
も
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
の
「
休
養
」
と
は
、
そ
の
時
々
の

状
態
に
応
じ
て
「
休
む
」
と
「
養
う
」
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
、
生
活

の
中
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
な
の
で
す
。

今
年
夏
に
オ
ー
プ

ン
す
る
国
際
健
康
プ

ラ
ザ

(仮
称
)
の
健
康

ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
、
気
泡
浴
や
ミ
ス
ト
サ
ウ
ナ
な
ど
十
二
種
類
の

浴
槽・
ア
ー
ル
を
完
備
し
た
パ

l
デ
ゾ

l
ン
や
、
リ
ラ

ッ
ク
ス
ル

ー
ム
、
隈
想
室
な
ど
で
、「
休
む
」
た
め
の
メ
ニ
ュ
ー
が
体
験
で
き

る
ほ
か
、
大
ス
タ
ジ
オ
で
は
、
気
功
体
操
や
ヨ
ー
ガ
体
操
な
ど
、
「
養

う
」
た
め
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
、
皆
さ
ん
の
健
康
状
態
や
希
望

に
応
じ
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
指
導
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

日曜植物案内

1パO(印有用植物 2/7(日)熱帯の果実

いずれも11: OO~ 12:00 

9 : 00~ 16:30 

⑬木曜 ・祝日の翌日 (1ハ6は開園)

一般 600円 小-中 300円

中央植物園
80764 (66) 4187 
婦中町上 轡 田 42

企画展示f干支にちなんだ植物展j

1パ5(祝)まで

Gutes Spielzeugよい玩具展覧会 1パ7(日)まで
ドイツのf子どもの遊びと玩異審議会Jが厳選した約200点の玩具を展示

こども歳時記fお正月J1/31 (日)まで

お正月にちなんだ楽しい遊びゃ工作が体験できます。

9 : 30~ 17:00 

⑮火曜・第四水曜・祝日の翌日(1ハ6は開館)

1/18(月)

入館無料

こどもみらい館
80766 (56) 9000 
小杉町黒河(太閤山ランド内)

問
合
せ

常設展示I富山県の誕生と県政の動きj

富山県の誕生の経緯や明治・大正期を中心とした県政の動きを展示します。

9:00~ 17:00 

⑮土曜・ 日曜 ・祝日

入館無料

公文書館
80764 (34) 4050 
富 山市茶屋町33-2

国
際
健
康
プ
ラ
ザ
建
設
室

E
0
7
6
4
1
科

l9
6
5
7

先
月
号
か
ら
発
行
部
数
を
若
干
増
や
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
品
切
れ
に
な
る
こ
と
が
多
か

っ
た
県
刊
行
物
セ

ン
タ
ー

(県
民
会
館

一
階
)
や
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
で
も
、
今
後

は
入
手
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
編
集
部
で
は
、
皆
さ
ん
が
入
手
し
や
す
い
場
所
へ

の
配
置
を
め
ざ
し
、
販
路
拡
大
す
・)
に
努
め
て
い
ま
す
。

高
岡
駅
観
光
案
内
所
、
滑
川
駅
と
砺
波
駅
の
待
合
室
、
富

山
空
港
、
富
山
市
の
各
地
区
セ
ン
タ
ー
に
配
置
し
た
ほ
か
、

今
後
も
順
次
、
配
置
箇
所
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

「
県
広
報
と
や
ま
」
は
原
則
と
し
て
毎
月
一
日
に
発
行
し
、

県
庁
正
面
窓
口
、
県
刊
行
物
セ
ン
タ
ー
(県
民
会
館
一階
)
、

県
税
事
務
所
、
市
町
村
役
場
窓
口
な
ど
で
無
料
配
布
し

て
い
ま
す
。

郵
送
に
よ
る
定
期
購
読
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
郵
便
番
号
、

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、購
読
期
間

(O
月
号

1
0
月
号
)

を
明
記
し
郵
送
料
と
し
て
一六

O
円
切
手
を
必
要
枚
数

(
一月
あ
た
り
一枚
)
同
封
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

あ
て
先
/
〒
9
3
0
1
8
5
0
1
(住
所
記
載
不
要
)

富
山
県
庁
広
報
課

1ページで紹介した「チューリップ四季彩舘j

のチューリップ花びら染めハンカチと、ピンナ

ップとやま(7、8ページ)の写真をそれぞれ5
名の方にプレゼントします。官製ハガキに、希

望のプレゼン卜名、郵便番号、住所、氏名、年齢、

電話番号、本誌の入手方法、本誌についての感

想を記載して下記までお申し込みください。

9:氾00 ，【【へ~同-ヘ司‘、、.‘、.、』

⑮土曜.日曜・祝日

入館無料

企画展「高速道路の下に眠る遺跡j

3/31(水)まで

高速道路建設に伴う発掘調査の成果を紹介します。

左義長まつり 1パ5(祝)11 :00-15:00 

園 児・小 学生の先着500名にお年玉福引き

埋蔵文化財センタ一
宮 0764(34) 2814 
富山市茶屋町206-3

太閤山ランド
80766 (56) 6116 
小杉町黒河4774-6

9 : 00~ 17:00 

⑬火曜 .1/18(月)

入園無料

※ 12月 ~3月 は太閤山ラン ドの駐車場が無料
です。また日・祝日と第2・第4土曜日は圏内
無料パスも運行されます。

冬の親子ふれあい大会

2111 (祝)9:30-13:30

大人600円 子 供400円 (昼食付)

日曜大工教室 1パ7(日)
スパイスボックスづくり材料代1，200円 (要予約)

9:00~ 16:30 

⑬火曜・祝日の翌日 (1ハ6は開館)

一般 220円小-中 110円

(工作室を使用する場合)

ウッドリーム富山
80766 (56) 1570 
小杉町黒河新4940 .宛先/〒930-8501

富山県庁広報諜

県広報とやま 1湾号プレゼント係

・締切/1月31日(当日消印有効)

ウッドクラフ卜教室 2/21 (日)
ひな人形の組み木づく り 材料代1，200円 (要予約)

11月毎プレゼント当選者
.新湊市博物館「ジグソーパズル富山県地図J
袖木礼子芭ん(富山市)、古川郎子さん(富山市)

中村征雄さん(大門町)、深田真美古ん(大島町)

沖胡1尊雅さん(大阪府)

幽ピンナップとやま写真

金井豊さん(富山市)、金山陰一吉ん(~富山市)
大菅正賞さん、寺山清美さん、宮下幸子さん(以上高岡市)

鏡開き大会 1 パ O ( 日 ) 1 0 : 00~
※お餅と豚汁のサービスあり。

9 : 30~ 16 : 00 

⑮月曜 ・祝日の翌日 (1ハ6は開館)

一般 400円 小-中 200円

帆船海王丸
宮 0766(82)5181
新葉市海王町海王丸パーク内)

@ 

「帆船海王丸Jの満船飾 2パ 4 ( 日 ) 9 : 30~
※ミ ス海王丸から乗船者に特製バレンタインチョコをプレゼン卜|

オルビスと巡る「舞台芸術・芸能ー発見ライブJ
Vol.8コンテンポラリーダンスっておもしろい!

1/30 (土)18 : 30~ 

前売券 3，000円 (当日 3，500円)※会員は無料です。

出演/武元賀寿子、梅津和時

県民小劇場オルビス
宮 0764(45) 4531 
富 山駅前マ リ工 7階

@ 
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司
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裂
台
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気
合
が

響
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大
岩
山
の
寒
修
行
(
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市
町
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司
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お
お
い
わ
さ
ん
に
っ
せ
き
じ

上
市
駅
か
ら
パ
ス
で
二
十
分
。
大
岩
山
日
石
寺
は
、

「
大
岩
不
動
」
の
名
で
全
国
に
知
ら
れ
て
い
る
。

長
い
石
段
が
続
く
百
段
坂
を
の
ぼ

っ
た
と
こ
ろ

に
あ
る
不
動
堂
は
、
巨
大
な
一
枚
岩
を
取
り
込

む
よ
う
に
し
て
建
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
岩
壁

ま
が
い
ぷ
つ

に
は
高
さ
約
三
メ
ー
ト
ル
の
摩
崖
仏
が
彫
り
出

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
本
尊
の
不
動
明
王
坐
像
で
、

ぎ
ょ
う
き

寺
伝
に
よ
れ
ば
、
奈
良
時
代
の
高
僧
、
行
基
が

二
伎
に
し
て
彫
り
上
げ
た
も
の
と
い
う
。

普
段
、
境
内
は
森
閑
と
し
て
、
サ
ー

ッ
と
い
う

滝
の
音
が
響
く
だ
け
だ
が
、
大
寒
が
近
づ
く
と

雰
囲
気
は
一
変
す
る
。
家
内
安
全
や
無
病
息
災

を
願
う
た
く
さ
ん
の
人
々
が
全
国
か
ら
集
ま
り
、

滝
打
ち
の
荒
行
に
挑
む
の
だ
。

人
々
は
白
装
束
に
身
を
包
み
、
般
若
心
経
を
一

心
に
唱
え
な
が
ら
滝
に
打
た
れ
る
。
凍
り
つ
く

よ
う
な
水
の
冷
た
さ
に
肌
は
真
っ
赤
に
染
ま
り
、

「
工
イ

ッ
」
「
ヤ
l
ッ
」
と
い
う
気
合
が
辺
り

に
響
く
。

寒
修
行
が
行
わ
れ
る
六
本
滝
は
、
そ
の
名
の
と

お
り
、
約
五
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
か
ら
流
れ
落
ち

る
六
条
の
滝
で
、
そ
れ
ぞ
れ
仏
教
の
六
大
(
地
、
水
、

火
、
風
、
空
、
識
)
を
表
し
、
打
た
れ
る
者
の
煩

悩
を
洗
い
落
と
し
て
身
を
清
め
る
と
い
う
。

大
岩
山
日
石
寺
は
、
戦
国
時
代
末
の
天
正
年
問
、

そ
し
て
昭
和
と
、
二
度
に
わ
た
る
火
災
で
多
く

の
建
物
を
焼
失
し
な
が
ら
、
厚
い
信
仰
に
支
え

ら
れ
、
そ
の
都
度
再
興
さ
れ
て
き
た
。
古
く
か

ら
信
仰
を
集
め
る
霊
場
で
人
々
は
今
も
新
た
な

祈
り
を
捧
げ
続
け
る
。

必込富山県

※
県
で
は
昨
年
、
未
来
に
伝
え
た
い
、
残
し
た
い
、

県
内
五
十
箇
所
の
「
と
や
ま
の
音
風
景
」
を
認
定
し
ま
し
た
。
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